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廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃掃法）を順守し、

生駒市での廃棄物収集運搬の委託・許可業者として

常にお客様のことを第一（地域密着型）に考え、

地域社会の未来に貢献できる企業として日々の業務に邁進しております。

また、廃棄物の収集運搬は元より

廃棄物循環型リサイクルシステムの構築に向けて、

生駒市とともにがんばってまいります。



ご挨拶

環境経営方針

行動指針

１　二酸化炭素排出量の削減

　　①　電力使用量の削減

　　②　収集運搬車両などの燃料使用量の削減

２　廃棄物の発生抑制とリサイクルの推進

３　水資源の節約

４　事務用品などのグリーン購入の推進

５　市民や児童への環境情報の発信と環境教育への貢献

６　環境関連法規制や地域との協定を遵守します。

この環境経営方針はすべての従業員に周知し、公表します。

改定日：令和2年4月１日

株式会社　生駒市衛生社

代表取締役　武田　年弘

地球環境を取り巻くさまざまな問題（地球温暖化・天然資源の枯渇・大量廃棄・エネルギー

消費の拡大など）に対して、環境への影響をできるだけ減少させるため、

                                   『今できることは何か？』

当社では、平成19年8月に新社屋設立を機にいろいろなエコへの取り組みを始めました。

以前から取り組んできた活動（ごみの分別・リサイクル・ごみの減量化など）に加え、より

大きな資源循環型社会の実現に向けて全力を尽くします。

当社の生業に鑑みて、地球環境の保全の重要性を認識し、サービス及び事業活動におい

て地球環境に与える影響を抑制するため、技術的、経済的に可能な範囲で環境目的・目

標を定め、定期的に見直しを行うことで環境保全活動の継続的な改善に努めます。

一般廃棄物及び産業廃棄物の収集運搬処理業で発生が想定される環境負荷に対し、環

境マネジメントシステムの継続的改善を推進し、次に掲げる具体的な行動により事業活動

に起因する環境汚染の予防に努めます。
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１　組織の概要

（１） 事業所名及び代表者氏名
株式会社　生駒市衛生社
代表取締役　武田　年弘

（２） 所在地及び電話番号
本　　　社：奈良県生駒市北田原町1548-1　TEL:0743-79-9031 FAX:0743-79-9030
クルクル館：生駒市北田原町１１１１－１

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者 藤中　章夫
担　　　当　　　者 藤中　章夫 連絡先：0743-79-9031

（４） 業種
廃棄物処理・リサイクル業

（５） 事業の概要
産業廃棄物・一般廃棄物収集運搬、一般廃棄物中間処理、古物商、金属くず商

（６） 法人設立年月日
平成5年8月25日

（７） 事業規模
資本金 1,400 万円
売上高 　　　　656百万円
廃棄物取扱量

※従業員数はR4.3.31現在

（８） 事業年度 4月～3月

２　認証登録の対象組織・活動

（１） 登録組織名
株式会社　生駒市衛生社　全組織

（２） 対象事業所
①本社（産業廃棄物・一般廃棄物収集運搬、古物・金属くず商）
②クルクル館（容器包装選別・圧縮・梱包）

（３） 対象事業内容
産業廃棄物・一般廃棄物収集運搬、一般廃棄物中間処理、古物商、金属くず商

本社 クルクル館 合計
42 6 48

2,640 3,320 5,960
919 1,656 2,575

従業員数（人）
敷地面積（㎡）
床面積（㎡）

単位：t 一般廃棄物 産業廃棄物 合計
収集運搬 17,851 110 17,961
中間処理 1,057 0 1,057

R4.4.1～R5.3.31

１



３　許可の取得状況

産業廃棄物収集運搬業（積替を含まない）

奈良県 2904035253 R2.11.29 R7.11.28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

京都府 2600035253 R2.02.17 R7.10.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○

三重県 2400035253 R3.01.20 R7.10.21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

兵庫県 2801035253 Ｈ30.10..3 R5.10.2 ○

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

が
れ
き
類

廃
プ
ラ

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

金
属
く
ず

廃
油

許可行政 許可番号 有効期限
汚
泥

許可
年月日

４　保有車両一覧

用途 種類 規模 台数

９ｔ 3

８ｔ 1

４ｔ 2

３ｔ 9

２ｔ 6

９ｔ 2

４ｔ 5

３ｔ 2

２ｔ 3

ロングダンプ ２ｔ 3

軽トラック 0.35ｔ 4

コンテナ車 ４ｔ 2

ダンプ車 ２ｔ 3

産業廃棄物収集
運搬車両

家庭系一般廃棄
物収集運搬車両

パッカー車

事業系一般廃棄
物収集運搬車両

パッカー車

特別粗大ごみ収
集運搬車両

油圧式ショベル ー ー 1
フォークリフト ー ー 2

乗用車 普通 1
バン 軽自動車 2

営業用車両

一般廃棄物収集運搬業（積替保管を含まない）

許可行政

生駒市 生環保第835号 R4.4.1 R6.3.31 一般廃棄物

許可期限 取扱廃棄物の種類許可番号 許可年月日

一般廃棄物処理施設設置許可（圧縮）

許可行政

奈良県 20-1 R2.9.11 79.2t/日
プラスチック製容器包装

（廃プラスチック類）
段ボール・新聞・紙くず

許可番号 許可年月日 処理能力 取扱廃棄物の種類

古物商許可
奈良県公安委員会

H16.9.16 第21号

H17.10.17 第641020000490号

所轄公安委員会 許可年月日 許可証

金属くず商許可

２



　処理工程

　　クルクル館での処理工程です 処理能力　１６ｔ/日

処理工程の詳細は弊社ホームページをご覧ください

URL：http://www.ikoma-eiseisha.com/

燃えるゴミ 生駒市清掃センター（焼却）

プラスチック製容器包装 くるくる館（選別・圧縮梱包）

産業廃棄物
三重中央開発株式会社
（中間処理・最終処分）

搬入・受入

小袋破袋

磁力選別

風力選別

スクリーン

手選別

破袋

集じん機

磁力選別

圧縮梱包

出荷

３



５　組織図及び役割・責任・権限表

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命

・課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理、

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告・

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、環境関係会議の主宰

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

部長 ・各係における環境経営システムの実施

・各係における環境経営方針の周知

・各係の従業員に対する教育訓練の実施

・各係に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

　テスト、訓練を実施、、記録の作成

・各係の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・各係の特定された緊急事態への対応のための手順書作成

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

組織図

代表取締役

業務部

一般収集 事業収集 管理係

環境管理責任者

庶務係

クルクル館

車両係

４



６　環境経営目標 電力/kWh ガソリン/L 軽油/L

0.493 2.320 2.580

4年度 5年度 6年度 7年度 8年度

目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

ー 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

本社 59,573 58,977 58,382 57,786 57,190 56,594

クルクル館 79,050 78,260 77,469 76,679 75,888 75,098

全社 138,623 137,237 135,851 134,464 133,078 131,692

ＣO2全社 68,341 ｋg-CO2 67,658 66,974 66,291 65,607 64,924

ー 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

本社 5,367 L 5,313 5,260 5,206 5,152 5,099

クルクル館 0 L

本社 172,472 L 170,747 169,023 167,298 165,573 163,848

クルクル館 0 L

525,770 kg-CO2 520,513 515,255 509,997 504,740 499,482

ー 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

本社 1496.0 1481.0 1466.1 1451.1 1436.2 1421.2

クルクル館 118.0

全社 1614.0 1481.0 1466.1 1451.1 1436.2 1421.2

ー 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

本社 1,134 1,123 1,111 1,100 1,089 1,077

クルクル館 0

全社 1,134 1,123 1,111 1,100 1,089 1,077

グリーン購入
の拡大

本社 把握 把握 80% 80% 80%

本社 1回/月 １回/月 １回/月 １回/月 １回/月

15％未満

随時 随時 随時 随時 随時

※電力のＣＯ２排出係数は2017年12月環境省公表関電の調整後排出係数を使用している。
※クルクル館は（有）生駒市清掃社と共用のため、電気（低圧）、水、廃棄物量は数値目標設定せず、定性的取り組みをしている。
※クルクル館の電力は、選別・圧縮・梱包ラインでの高圧使用電力である。
※クルクル館で使用している車両燃料はフォークリフト１台とパッカー車１台のみであり、本社軽油の１％未満であるため、目標設定していない。
※浴場用としてLPGを使用しているが、CO2排出割合で0.1%と低く削減展開になじまないため、二酸化炭素合計に参入していない。

７　環境経営目標に対する取組結果と評価（令和4年４月１日～令和5年３月３１日）

　　 ：目標達成 ：目標未達成

ー 1.0 ー ー ー ー

本社 59,573 58,977 66,452 13% × 目標未達成

クルクル館 79,050 78,260 74,802 -4% 〇 目標達成

ＣO2全社 68,341 ｋｇ-CO2 67,658 69,638 3% × 目標未達成

ー 1.0 ー ー ー ー

本社

ガ
ソ

リ
ン 5,367 L 5,313 4,676 -12% 〇 目標達成

本社

軽
油 172,472 L 170,747 152,069 -11% 〇 目標達成

525,770 kg-CO2 520,513 472,824 -9% 〇 目標達成

ー 1.0 ー ー ー

本社 1,496 ｋｇ 1,481 1,644 11% × 目標未達成

ー 1.0 ー ー ー ー

本社 1,134 ㎥ 1,123 998 -11% 〇 目標達成

グリーン購入
の拡大

本社 80% 90% ー 〇 目標達成

本社 1回/月 1回/月 1回/月 〇 目標達成

16%未満 13% ー ○ 目標達成

随時 3回 実施 ○ 目標達成

※対目標増減率＝Ｒ4年度実績値/Ｒ4年度目標値ー１×100

環境活動
の推進

使用中のＧ商品の把握

製品及び
サービスに
関する環境

配慮

定期的な穴虫川清掃

クルクル館

容器包装リサイクル残渣物
を段階的に削減する

環境教室見学受入れ

廃棄物排
出量の
削減

自社廃棄物
排出量の

抑制

対基準年度削減%

用水使用
量の
削減

排水量の
抑制

対基準年度削減%

二酸化炭
素排出量
の削減

電力使用量
の削減

対基準年度削減%

kWh

燃料使用量
の削減

対基準年度削減%

二酸化炭素合計

対目標増減率 評価

環境活動
の推進

使用中のＧ商品の把握

製品及びサー
ビスに

関する環境配
慮

定期的な穴虫川清掃

クルクル館

容器包装リサイクル残渣物を段階
的に削減する

環境教室見学受入れ

環境経営目標 取組サイト 基準年度（令和3年度） R4年度目標値 R4年度実績値

18%未満 16%未満

用水使用
量の
削減

排水量の抑
制

対基準年度削減%

㎥ 定性的取り組み

化学物質の削減 ＰＲＴＲ対象の化学物質の使用はない。

定性的取り組み

軽
油

定性的取り組み

二酸化炭素合計

廃棄物排
出量の
削減

自社廃棄物
排出量の抑

制

対基準年度削減%

ｋｇ 定性的取り組み

二酸化炭
素排出量
の削減

電力使用量
の削減

対基準年度削減%

kWh

燃料使用量
の削減

対基準年度削減%

ガ
ソ

リ
ン

ＣＯ２排
出係数
kg-CO2

単年度及び令和8年度までの本社とクルクル館
の年度ごとの環境経営目標は次の通りです

環境経営目標 取組サイト
基準年度（令和3年度）

基準値

５



８　環境経営計画の取組結果とその評価（令和4年度）

評価点

4

4

4

4

3

5

4

5

ー

5

5

5

5

5

次年度も上記の取り組みを継続していきます

消耗品のリストからグリーンマーク
の品目を抽出し、使用率を把握して
いる。

毎月実施できている
今後も引き続き実施する

当社のメインテーマであり、目標以
上の結果が得られた。

コロナの影響で1回しか実施できな
かったが申し込み、問い合わせ等は
例年並みにある　今後も引き続き実
施する

環境経営目標を達成するための環境経営計画と取組結果の評価は次の通りです。
なお、取組はクルクル館での定性的取り組みも含め全社統一して実施しています。

評価点　5：ほぼ１００％取組ができた
　　　　　4：75％程度の取組ができた
　　　　　３：50％程度の取組ができた
　　　　　2：ほとんど取り組めなかった
　　　　　1：全く取り組めなかった

今後の課題

本社ではエアコンの温度管
理が最重要

・積込作業時間の短縮
・エコドライブの徹底
・発車前点検の励行

資源物混入の防止

洗車時の節水が最重要

Gマークを意識する

今後も継続する

当社の使命という意識

学童教育への貢献

取組状況と結果その評価・次年度の取り組み内容

最短距離での収集運搬ができた。

種類別に分別できた。5

・事務機器の休憩時省エネモー
ド徹底

二酸化炭素
排出量の削減

換気のため、常時窓を10㎝ほど開
けているのでエアコンの温度設定が
難しっかったが今後も継続実施する

概ね実施できた。
今後も継続実施する。

概ね実施できた。
今後も継続実施する。

エコドライブ意識した運転は、行って
いるが、坂道等でのアクセルワーク
が難しい今後も取り組みを継続する

全車両での始業前点検は十分とは
言えなかった。

用水使用量の
削減

排水量の抑制

リサイクル率
の向上

地域貢献活動

グリーン購入の推進

製品及びサー
ビスに係る
環境配慮

環境意識啓発

・使用中のグリーン商品の把握

・定期的な穴虫川の清掃

・容器包装リサイクル残渣物を
段階的に削減する

・環境教室見学受入れ

・急加速・急発進の防止

・定期点検の励行
・タイヤの適正空気圧を保持す
る

・運搬経路の効率化

・手洗い時の節水徹底

環境経営計画

廃棄物排出量
の削減

自社廃棄物排
出量の抑制

環境経営目標

電力使用量の
削減

燃料使用量の
削減

・エアコン温度管理の徹底

・事務室照明は昼休み残業時
消灯

・新聞紙、段ボールのリサイクル
・分別回収ボックスによる分別

・コピー用紙の両面利用

取組できた。

事務作業のメモ用として概ね裏面利
用ができた。

節水意識はできている。

異常な数値が出たらくまなく点検す
る。

・洗車時の節水徹底

・定期的な漏水点検
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９　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
（１）　当社に関係する主要な環境関連法令と遵守状況は次のとおりです。

No
法律・条例・その他

名称
規制・規定の内容 当社対応状況 遵守状況

・一般廃棄物・産業廃棄物処理業の許可

・運搬車の表示及び書類の携帯

・帳簿の記載 帳簿

・産業廃棄物の受託・委託基準

・委託契約（２者契約、許可証写）

・マニフェスト交付、未回収時報告 マニフェスト綴り

・水銀廃棄物の適正管理 取扱い無し

・事業系一般廃棄物 市町村処理

2
生駒市廃棄物の処理及
び清掃に関する規則

・実績報告 実績報告書 遵守

3
騒音規制法
振動規制法

・特定施設７．５ＫＷ以上（空気圧縮機） 該当施設無し 遵守

4 自動車リサイクル法 ・リサイクルへの協力（新車購入時） ― 更新時

5 フロン排出抑制法 ・業務用ｴｱｺﾝ簡易点検・廃棄時の措置 点検記録 遵守

6 消防法 ・消防用設備点検（機器点検･総合点検） 消火器 遵守

7 グリーン購入法 ・環境物品等の調達の推進 グリーン商品の把握 遵守

8 自動車ＮOｘ-ＰＭ法 ・自動車から排出される物質の特定地域での削減 特定地域での運行なし 遵守

9 浄化槽法 ・保守点検、清掃、定期水質検査 点検・水質記録 遵守

10 容器包装リサイクル法 ・容器包装の再資源化 品質調査 遵守

11 悪臭防止法 ・敷地境界 脱臭器 遵守

（２）　当社に関係する環境関連法令の遵守状況を確認した結果は、違反はなく、関係当局から
の違反等の指摘は過去3年間ありません。また、訴訟等もありません。

1

許可証

遵守
廃棄物の処理及び

清掃に関する
法律

契約書

12

リサイクルトイレット
ペーパー「いこま紙」
に関する協定
（生駒市・エコネット
いこまとの協定）

リサイクルトイレットペーパーの製造及び保管 品質管理 遵守

７



１０　代表者による全体の評価と見直し・指示

（１）　全体評価

（２）　見直しについて

環境経営方針 　 変更あり

環境経営目標・計画 ■変更あり

実施体制 　 変更あり

本社 クルクル館
〒630-0142　
奈良県生駒市北田原町1548-1 生駒市北田原町１１１１－１
TEL：0743-79-9031
FAX：0743-79-9030

URL：http://www.ikoma-eiseisha.com/

■変更なし　　

コロナ対策のための、室内常時換気のうえに、猛暑の為、エアコン等による電気使用量の増加
軽トラック2台増加による大幅なガソリン使用量の増加などがあり、二酸化炭素の発生抑制が厳
しい状況にあるが、EV車両の導入やバイオディーゼル燃料の使用などでの軽油使用料削減に
取り組むと同時に、今後も継続して、使用していない部屋の電気を消すことや、ふんわりアクセ
ルの励行など引き続き運用面での削減努力も継続すること

会社を取り巻く環境の変化や、業務量の増加や車両の増加などで、29年度を基準とした目標設
定は、現実的ではなくなっている
このことから令和3年度を基準年度と見直し、今後取り組むこととする

■変更なし　　
　 変更なし　　
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